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背景・目的 

 本来、臨床での透析器の性能評価法は、ダイアライザークリアランス
（CL）とふるい係数（SC）が用いられるべきであるが、最近ではこれら
で評価することは煩雑な作業を要することが影響し、透析前後の除去
率や、排液より求める除去量を性能評価法として代用していることが
多い。 

 昨年診療報酬改定によりon-line HDFに浄化法加算が新たに設定さ
れたため、市販ボトルを用いたHDFも含めた浄化法のニーズが高まる
ことが予測される。これらの評価において、最近では我々も拡散性能
と濾過性能を合わせて評価する方法、すなわちCLを用いていたが、
on-line HDFに限らず、市販ボトルを用いたHDFでもその性能は濾過
に依存するところが大きいため、濾過に限定した評価法の必要性が
示唆される。 

 今回、濾過性能の評価法であるSC測定において、簡便かつ正確な
評価をするための評価法を考案した。 
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圧力モニタ 

クレンメ 

かつてのふるい係数評価手技 

①ふるい係数 

②限外濾過率 

（透析器内圧力を調整） 

圧力モニタ 
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密閉系での測定 

三方  
チーズ 

脱気用 

サンプル受け容器 

監
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サンプル液貯留部 
除水ポンプ 
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S C 4＝ 
Cbin*Qbin*(1-Htin/100)- Cbout*(Qbin-Qf)*(1-Htout/100) 

                        Qf*（Cbin＋Cbout)/2 
濃度分極層 

膜 

Ｃf 

Ｃm 

Ｃｂ 

濃度分極モデル 

真のふるい係数 

S C real＝ Cf／Cm 

みかけのふるい係数 

S C 1＝Cf／Cb 
S C 2＝2C f／（Cbin＋Cbout) 
S C 3＝C f／√Cbin*Cbout 
 
 

みかけのふるい係数 
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評価方法 

１． 予備試験 

  透析→濾液（完全置換時間の確認） 

２．①透析器通過前後血液の相加平均濃度から求めた値と濾液濃度か

ら求めた値での計算値（従来）と、②ダイアライザー入出口血液の濃

縮比率をHct値にて計算し、濾液濃度を推定して求めた値（濾液濃度

推算法）を比較 

３．濾過速度の違いによるSC値の変化 

  ①10mL/min，②30mL/min， 50mL/min 

 対象溶質：β2-ミクログロブリン（β2-MG） 

 測定溶質：透析器通過前後血液→β2-MG，Hct 

        濾液→β2-MG  
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予備試験 

三方  
チーズ 

脱気用 

サンプル受け
容器 

監
視
装
置 

DRAIN 

血液側（RO水）→濾液 完全置換の確認 

濾液濃度（Na値）の経時変化 

サンプル液貯留部 

① サンプル取り出し部通過0分後 

② サンプル取り出し部通過2分後 

③ サンプル取り出し部通過4分後 

④ サンプル取り出し部通過6分後 

⑤ サンプル取り出し部通過8分後 

⑥ サンプル取り出し部通過10分後 
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Cbin* Qbin*(1－Htin/100)－ Cbout*(Qbin－Qf )*(1－Htout /100) 

                              Qf*（Cbin＋Cbout)/2 
S C 4＝ 

ふるい係数算出式の比較 

① 血液と濾液から求めたSC（従来法） 

 S C 2 ＝ 2C f／（Cbin＋Cbout) 

② 血液濃度変化から濾液濃度を推算したSC（推算法） 
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まとめ 

濾過型の浄化法施行時には、ふるい係数での

評価が望まれる。 

ふるい係数での評価にあたって、煩雑な作業を

要する濾液採取法を用いずに、血液側の採取

だけでSC値を評価できる濾液濃度推算法の有

用性が示唆された。 

濾過速度により、SC値は異なる。 
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